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OF5ICEEL, 2t—Y >0 CTCFEMU~DBEICHETH S, IGF2/H19 DIERHIEREHIHT 5. BADEPIREEDEY b
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	応用
	抗原情報
	背景
	クロマチンリモデリングに重要な役割を果たします。異なる DNA 配列に結合すると二量体を形成し、長距離クロマチンループを形成します。IGF2/H19 と WSB1/NF1 の染色体間会合を仲介し、離れた DNA セグメントを共通の転写ファクトリーに誘導する可能性があります。DNA 配列の特定の部位に結合するクロマチン結合因子です。クロマチンインシュレーターに結合し、プロモーターと近くのエンハンサーおよびサイレンサーとの相互作用を防ぐことで、転写調節に関与します。脊椎動物の MYC 遺伝子および BAG1 遺伝子のプロモーターに結合して転写リプレッサーとして機能します。PLK および PIM1 プロモーターにも結合します。APP の転写活性化因子として機能します。APOA1/C3/A4/A5 遺伝子クラスターを制御し、MHC クラス II 遺伝子の発現を制御します。転写を活性化または抑制することで、卵母細胞および着床前胚の発生に重要な役割を果たします。腫瘍抑制因子として作用すると思われます。エピジェネティック制御において重要な役割を果たします。インプリントされたIGF2/H19遺伝子座における対立遺伝子特異的な遺伝子発現に関与します。母系対立遺伝子では、H19インプリンティング制御領域（ICR）内での結合により、母性遺伝の高次クロマチン構造が仲介され、エンハンサーのIGF2へのアクセスが制限されます。ゲノム中のかなりの距離にわたる遺伝子サイレンシングにおいて重要な役割を果たします。メチル化されていないDNAと優先的に相互作用し、CpGメチル化の広がりを防ぎ、メチル化のない領域を維持します。逆に、標的部位への結合はCpGメチル化によって妨げられます。クロマチンリモデリングにおいて重要な役割を果たします。異なるDNA配列に結合すると二量体を形成し、長距離クロマチンループを形成します。IGF2/H19とWSB1/NF1の染色体間会合を仲介し、離れたDNAセグメントを共通の転写ファクトリーに誘導する可能性があります。転写には影響を与えずに、βグロビン遺伝子座におけるヒストンのアセチル化の局所的な消失とヒストンのメチル化の増加を引き起こす。クロマチンに結合すると、ヌクレオソームの位置決めのためのアンカーポイントとなる。相同X染色体対合に必須であると考えられる。Tsixと共に、X染色体不活性化のための制御可能なエピジェネティックスイッチの確立に関与する可能性がある。X染色体不活性化からの回避遺伝子における安定したメチル化の伝播を阻止する役割を果たす可能性がある。姉妹染色分体接着に関与する。中期にはセントロメアと染色体腕の両方に関連し、コヒーシンのCTCF部位への局在に必要である。IGF2/H19の非同期複製を制御する。有糸分裂中に染色体のセントロメア周辺/セントロメア領域へのCENPEのリクルートに関与する（PubMed:26321640）。
	研究分野
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	（1）HeLa細胞溶解物、（2）マウス脳溶解物におけるCTCF発現のウエスタンブロット解析。

